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平
成
二
十
二
年
八
月
五
日
～

七
日
に
か
け
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
環

境
教
育
関
連
施
設
の
視
察
研
修

を
行
っ
た
。
吉
呑
委
員
長
を
始
め

と
す
る
十
四
名
の
メ
ン
バ
ー
で

の
研
修
で
あ
っ
た
。
例
年
に
な
い

猛
暑
の
中
、
移
動
途
中
で
は
高
速

道
路
の
渋
滞
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル

に
見
舞
わ
れ
、
首
都
圏
を
実
感
し

た
。
普
段
は
見
る
こ
と
の
で
き
な

い
施
設
見
学
が
で
き
た
こ
と
や
、

研
究
者
の
情
熱
あ
ふ
れ
る
説
明

も
あ
り
、
内
容
の
濃
い
三
日
間
で

あ
っ
た
。 

【
電
力
中
央
研
究
所 

エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
研
究
所
】 

火
力
発
電
所
の
石
炭
ガ
ス
化

複         合
発
電
技
術
や
燃
料
高
度
利
用

と
し
て
の
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
、
並

び
に
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
（
エ
コ
キ
ュ

ー
ト
）
の
開
発
に
関
し
て
説
明
が

あ
り
、
そ
の
後
施
設
の
見
学
を
行

っ
た
。 

【
三
菱
原
子
燃
料
株
式
会
社
】 

原
子
燃
料
の
成
型
加
工
方
法 

         

手
順
に
つ
い
て
説
明
の
後
、
見
学

を
行
っ
た
。
工
場
内
は
、
放
射
線

管
理
区
域
で
、
放
射
線
計
測
器
を

装
着
し
見
学
し
た
。
ウ
ラ
ン
粉
末

か
ら
ペ
レ
ッ
ト
の
製
作
、
ペ
レ
ッ

ト
を
燃
料
集
合
体
に
組
み
上
げ

る
工
程
な
ど
を
見
学
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
（
泊
発
電
所
向
け
の

燃
料
が
製
造
さ
れ
て
い
た
） 

【
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構 

東
海
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
】 

原
子
力
機
構
お
よ
び
サ
イ
ク

ル
工
学
研
究
所
で
は
、
Ｊ
‐
Ｐ
Ａ

Ｒ
Ｋ
（
大
強
度
陽
子
加
速
器
計
画
）

の
生
命
科
学
・
素
粒
子
科
学
等
の

実
験
施
設
の
見
学
と
サ
イ
ク
ル

工
学
研
究
所
の
地
層
処
分
基
盤

研
究
施
設
・
地
層
処
分
放
射
科
学

研
究
施
設
の
見
学
を
行
っ
た
。 

《
行 

程
》 

八
月
五
日 

電
力
中
央
研
究
所

エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
研
究
所
（
横
須

賀
市
）
八
月
六
日 

三
菱
原
子
燃

料
・
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構

（
茨
木
県
東
海
村
）
八
月
七
日 

帰
札 

   

平
成
二
十
二
年
十
月
一
日
～

二
日
の
日
程
で
、
青
森
県
大
間
町

に
建
設
中
の
大
間
原
子
力
発
電

所
を
開
発
部
会
の
部
員
を
中
心

に
視
察
し
た
。 

現
地
滞
在
時
間
が
三
時
間
ほ

ど
の
強
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ

っ
た
が
、
建
設
中
の
発
電
所
を
間

近
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、

大
間
町
教
育
委
員
会
、
小
・
中
学

校
の
教
員
と
の
交
流
会
も
あ
り
、

原
子
力
発
電
所
が
ど
の
よ
う
に

学
習
に
利
用
さ
れ
て
い
る
の
か

話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。 

         

   

平
成
二
十
二
年
九
月
十
八
日
、

石
狩
市
内
に
建
設
し
て
い
る
、
北

海
道
ガ
ス
石
狩
Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地
と

サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
石
狩
に
あ
る
雪

冷
熱
に
よ
る
建
物
冷
房
実
験
施

設
等
を
視
察
し
た
。 

Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

供
給
基
盤
の
確
立
、
供
給
源
多
様

化
に
よ
る
供
給
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ー
、
長
期
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
た
め

に
建
設
さ
れ
て
い
る
。
貯
槽
は
完

成
す
る
と
、
地
上
式
と
し
て
は
国

内
最
大
級
の
も
の
で
、
実
際
に
見

て
そ
の
大
き
さ
に
圧
倒
さ
れ
た
。 
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★
小
学
校 

道
徳 

十
一
月
三
十
日
（
火
） 

美
香
保
小
学
校 

二
年
生 

授
業
提
供
者 

佐
野
祐
二
教
諭 

【
主
題
】「
み
ん
な
い
き
て
い
る
」 

美
香
保
小
学
校
の
校
内
研
究

授
業
を
、
本
委
員
会
の
授
業
交
流

の
た
め
に
提
供
し
て
い
た
だ
い

た
。
美
香
保
小
学
校
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
環
境
教
育
に
関
す
る
パ
ッ

ケ
ー
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
研
究
委

託
を
受
け
、
全
領
域
で
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
環
境
教
育
が
推
進
さ
れ
て

い
る
。
本
授
業
で
は
、
金
魚
が
入

っ
た
水
槽
に
、
釣
っ
て
き
た
雷
魚

を
入
れ
た
と
こ
ろ
、
金
魚
が
食
べ

ら
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
か
ら
問

題
が
始
ま
る
。
悪
い
の
は
誰
か
、

児
童
が
い
き
い
き
と
議
論
を
進

め
、
命
を
大
切
に
扱
う
こ
と
や
、

確
か
な
知
識
が
必
要
で
あ
る
こ

と
を
学
ん
だ
。
授
業
後
の
話
し
合

い
で
は
、
こ
れ
ら
が
エ
ネ
ル
ギ
ー 

            

          

環
境
教
育
の
ベ
ー
ス
に
な
る
見

方
や
考
え
方
で
あ
り
、
非
常
に
大

切
で
あ
る
こ
と
や
、
道
徳
領
域
で

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
の
実

践
に
つ
い
て
、
そ
の
視
点
や
方
向

性
に
つ
い
て
議
論
が
な
さ
れ
た
。

本
研
究
委
員
会
に
お
い
て
初
の

道
徳
で
の
授
業
で
あ
り
、
今
後
の

授
業
実
践
に
つ
な
が
る
と
て
も

有
意
義
な
交
流
会
で
あ
っ
た
。 

 

★
中
学
校 

技
術
・
家
庭
科 

十
一
月 

五
日
（
金
） 

藻
岩
中
学
校 

二
年
生 

授
業
者 

坂
本
健
教
諭 

【
内
容
】
Ａ
技
術
と
も
の
づ
く
り 

「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
付
き
タ
ッ
チ 

セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
の
制
作
」 

電
気
回
路
の
３
要
素
で
あ
る

電
源
、
負
荷
、
制
御
の
働
き
と
利

用
方
法
を
理
解
し
、
技
術
の
進
歩

を
知
る
と
と
も
に
、
タ
ッ
チ
セ
ン

サ
ー
の
電
気
製
品
の
は
ん
だ
付

け
を
す
る
と
い
う
授
業
で
あ
っ

た
。
先
生
の
指
導
力
の
高
さ
、
具

体
物
の
提
示
に
よ
り
、
生
徒
は
技

術
の
進
歩
に
興
味
を
も
ち
、
意
欲

的
に
授
業
に
取
り
組
ん
だ
。
授
業

後
の
話
し
合
い
で
は
、
今
後
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
に
お
い
て

は
、
省
エ
ネ
、
創
エ
ネ
に
つ
い
て

も
の
づ
く
り
が
中
心
に
な
り
、
そ

の
中
核
を
担
う
の
は
技
術
科
に

な
る
こ
と
、
技
術
科
の
重
要
性
、

そ
し
て
今
後
の
方
向
性
を
あ
ら

た
め
て
確
認
で
き
た
。
北
電
の
方

か
ら
は
、
制
御
な
ど
中
学
校
で
教

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
初
め
て

知
り
、
感
激
し
た
と
の
感
想
も
い

た
だ
い
た
。
電
力
会
社
と
連
携
し

て
い
く
こ
と
の
必
要
性
も
再
度

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 
              

★
中
学
校 

理
科 

十
一
月
四
日
（
木
） 

屯
田
北
中
学
校 

二
年
生 

授
業
者 

山
田
浩
之
教
諭 

【
内
容
】「
天
気
と
そ
の
変
化 

霧
や
雲
は
ど
の
よ
う
に
で
き
る

か
」
～
霧
や
雲
の
発
生
原
理
と 

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
の
活
用
～ 

霧
や
雲
の
違
い
に
つ
い
て
、
モ

デ
ル
実
験
か
ら
正
し
く
説
明
す

る
と
と
も
に
、
雲
の
発
生
原
理
と

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
活
用
の
有
効
性

に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
を
狙
っ

た
授
業
で
あ
っ
た
。
主
体
的
に
実

験
に
取
り
組
み
、
霧
や
雲
の
で
き

方
や
違
い
に
つ
い
て
、
積
極
的
に

自
分
た
ち
の
言
葉
で
説
明
し
よ

う
と
し
て
い
た
。
ま
た
、
先
生
も

丁
寧
に
生
徒
の
発
言
を
取
り
上

げ
て
い
た
。
日
常
生
活
や
ヒ
ー
ト

ポ
ン
プ
へ
思
考
を
結
び
つ
け
る

た
め
の
時
間
が
多
尐
短
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
は
残
念
で
あ
っ

た
が
、
授
業
後
の
話
し
合
い
で
は
、

教
材
と
し
て
の
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

の
有
効
性
や
、
気
象
単
元
か
ら
エ

ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
へ
の
連
携

も
十
分
に
価
値
が
あ
り
、
今
後
、

さ
ら
に
研
究
を
重
ね
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
。 

               

★
高
等
学
校 

化
学 

十
一
月
八
日
（
月
） 

札
幌
西
高
等
学
校 

二
年
生 

授
業
者 

金
澤
豪
教
諭 

【
内
容
】
「
物
質
の
変
化 

酸
化

と
還
元
」
～
燃
料
電
池
と
銅
の
電

解
精
錬
～ 

実
験
を
通
し
て
燃
料
電
池
の

仕
組
み
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、

既
習
事
項
と
な
る
銅
の
電
解
精

錬
を
、
燃
料
電
池
を
用
い
て
行
っ

た
。
燃
料
電
池
へ
の
水
素
注
入
速

度
や
電
解
精
錬
に
つ
い
て
、
既
習

事
項
や
グ
ル
ー
プ
で
の
確
認
を

活
か
し
な
が
ら
、
ス
ム
ー
ズ
に
実

験
を
進
め
て
い
る
の
が
印
象
的

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
レ
ポ
ー
ト
へ

の
記
述
を
通
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
効
率
よ
く
取
り
扱
う
こ
と
の

必
要
性
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
。

初
の
高
等
学
校
で
の
授
業
実
践

交
流
会
で
あ
り
、
授
業
後
の
話
し

合
い
で
は
、
高
等
学
校
で
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
環
境
教
育
の
実
践
や
、
実

験
の
進
め
方
な
ど
に
つ
い
て
交

流
さ
れ
た
。
ま
た
、
本
時
の
学
習

内
容
に
関
連
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

環
境
教
育
の
展
開
や
、
中
学
校
と

の
接
続
・
連
携
に
つ
い
て
も
意
見

交
流
が
な
さ
れ
た
。 

                            

 
 

北海道エネルギー 
環境教育研究委員会 

連絡先 
北海道エナジートーク２１ 
札幌市中央区北１条西５丁目 

北１条三井ビル２Ｆ 
TEL 011(251)9710 
FAX 011(251)3974 

http://www.enetalk21.gr.jp 

  

十
一
月
、
小
学
校
、
中
学
校
（
理
科
、
技
術
・
家
庭
科
）
、
高

等
学
校
の
四
会
場
で
授
業
実
践
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
公
開

し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 


